
（様式第４号）         学校運営協議会 会議概要 

１ 会 議 名  第３回 学校運営協議会  

２ 日  時  令和５年８月３０日 午後５時４５分から午後６時４５分まで 

３ 会  場  浦里小学校 音楽室               

４ 出席者   井澤良夫会長、渡辺惣伸副会長、池田智明委員、小林誉太委員、 

平林彩香委員、神田博幸委員（安齋理江委員・西澤清一委員は欠席） 

５ 市側出席者 なし 

６ 公開・非公開等の別   公開 ・  一部公開  ・  非公開 

７ 会議概要作成年月日 令和５年８月３１日 

協 議 事 項 等 

１ 開  会 

２ 会長挨拶 

 昨日新型コロナの医療警報が発出され、市長からもメッセージが出されました。くれぐれもお気を

つけください。来週９月５日は火災から 11 年目を迎え、校舎を大切にする日が実施されます。先日

のコミュニティ委員会でもいくつか課題が出されました。忌憚のないご意見をいただきたいと思いま

す。９月に入ってもこの暑さが続くような予報が出されています。くれぐれも健康にはご留意いただ

きますようお願いいたします。 

 

３ 学校長挨拶 

日頃よりご支援いただきありがとうございます。先週始業式があり、２学期がスタートしました。

夏休み中８月２２日に、長野大生が中心となり「こまゆみ教室」が開かれました。体育館などで様々

なゲームを楽しみました。参加した子どもたちは夏休み明けに向けて暖機運転になったようです。例

年より暑い日が続き、北海道では小学生が亡くなるという痛ましい事故も起きました。本校において

も熱中症計を使いながらその都度危険がないか判断しながら教育活動を行っています。また、新型コ

ロナ医療警報が発出され、校内でも気を付けて生活をしております。本日の議題に沿ってご協議をお

願いいたします。 

 

４ 協議 

（１）１学期学校評価アンケートについて 

事務局：１ページからの資料をご覧いただきたい（児童・保護者・職員）。今回よりグーグルフォー

ムを使って実施した。項目を精選したところもあり、単純に比較できないところもあるが、

経年の比較を載せてある。児童アンケートで伸びているところは「授業の振り返り」「地域

の人に教えてもらってわかった」「自分のことを大切と感じている」等。課題は「思いやり

の心を持って友だちと仲良く」「困ったことがあった時に相談できる」等。保護者アンケー

トでは、「基本的・自主的な学習習慣」「帰宅後に体を動かして遊ぶ」「いじめや差別につ

ながることはなかった」「読書」等が伸びている。課題は、「授業で学習問題が書かれてい

るか」（「わからない」が多い）「進んで手を挙げる」「あいさつ」「マラソン等で体力が

つく」などが挙がっている。職員についてはお読みいただきたい。 

副会長：よかったなと思うことは、児童アンケートでは「先生の体罰がない」「本当に深刻ないじめ

がない」ところ。 

学校長：いじめについては、学校が積極的に把握するようになってきている。訴えてきた場合は調査

し指導をしていく方向になっている。いじめられたと訴えるお子さんが楽しく学校生活を送

れるように体制を作ったり、周りの子どもたちと一緒に考え合っていったりすることが大切

になる。友だちとの付き合い方をしっかり学んでいってほしいと思っている。いわゆる「重



大事態は発生していないと認識している。 

 

（２）第１回コミュニティ委員会を受けて 

事務局：会議記録を資料に載せた。～「寄せられた感想用紙から」を読む～ 

検討事項は①地域コーディネーターについて②来年度以降の遠足のあり方についての二つ。

①について 

会長：地域コーディネーターはどうしても必要なものかどうか。 

事務局：かなり多くの学校で設置している。教頭、校長が変わっていく中で途切れることなくつなが

っていける方が必要かと思われる。 

会長：お助け隊長がやっていくという意見があったが 

校長：学校の方でもう少し詰めてから提案し、検討いただいた方がいいかもしれない。 

会長：今後しっかり検討していく必要がある。 

委員：この地域ではない方になってもらうのか。いろいろな意見があると思う。あの場では唐突で、

全てを理解できていない方が多かった気がする。メリット・デメリットを挙げて検討してもら

うとよいのでは。 

学校長：おそらく地域の方が良いと思われる。 

会長：継続して検討していく方向で。 

②について。 

副会長：遠足について、若い方にやっていってもらえるとありがたいが、PTA に協力いただくことも

ありかなと思う。 

会長：目的地については学校としても検討していくのか。 

副会長：以前（バス利用なし）の子たちは登山が大変だったと言っている。他の学年も厳しいところ

はあるかと思う。 

事務局：うまく時間を組めば、連学年３つをバス１台で回すことも可能。お助け隊の方も乗れるとい

うことを確認した。 

学校長：バス利用を基本にしていけばどうか。お助け隊で高齢の方は、あまり無理にお願いしない方

がよいのでは。 

会長：大学生はどうか。 

学校長：４月末であることを考えると、時期的に難しさがあるかもしれない。 

副会長：土曜日だと保護者も協力してもらえるかもしれない。 

事務局：市バスが土曜利用できるかなど確認しないといけないことがある。 

会長：遠足についても継続して検討で。 

学校長：隊に所属しているから、「必ず参加しなければならない」と考えるのは無理があり難しいの

ではないか。年齢も含め無理のない方向で、というのがよいのではないか。 

 

（３）９月５日（火）「校舎を大切にする日」について 

事務局：資料をご覧いただき確認をお願いしたい。はじめの会で、会長あいさつ・PTA 会長のあいさ

つ及び作業割り振りをお願いしたい。終わりの会では 1 年生にコカリナ贈呈式がある。 

 

（４）運動会について 

事務局：表紙裏に主なお願いについて書いてある。運営協議会の皆様には、準備・片づけなどへご協

力をお願いしたい（前々日１６：００～・当日７：３０）。この後１５０周年記念実行委員会で、運

動会について協議がある。 

 

（５）11 月 11 日（土）「150 周年記念音楽会」「150 周年記念講演会」について 

事務局：～資料にて日程説明～ 片づけと記念講演会準備には運営協議会の皆様にもご協力いただき



たい。講演会の話の内容についてご意見をいただきたい。 

会長：意見についてはこの後の 150 周年記念事業実行委員会で。 

 

（６）こまゆみ教室について 

事務局：長野大学生企画が３回、木彫教室が全７回という計画で進めている。ご承知おきいただきた

い。 

 

（７）150 周年記念事業実行委員会について 

事務局：この後１９時より開催される。進捗状況などで何かご意見があれば。 

 

（８）その他 

副会長：学校支援ボランティア研修会に参加した。実践発表やグループ協議があり、浦里小は児童数

が少ないことからボランティアの方に一人ずつ教えていただけるということに関心が寄せ

られた。学校と地域がつながってどうやって人を伸ばしていくかの議論があった。 

事務局：次回の学校運営協議会は１２月でだいぶ先になる。協議題があれば、出していただきたい。 

会長：来月ウイーン楽友協会によるアンサンブルが来てくれる。もしよければご来校いただければと

思う。 

 

５ 閉会の言葉 

次回は第４回  １２月 １９日（火） 開始時刻は午後５時４５分 

 


